
 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科・保育科 卒業要件科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 生活拠点の”山梨”を知る。 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 知的好奇心や探究心を持って学ぶ姿勢を形成する。 73% 26% 0% 1% 0% 0%

到達目標3 現代社会を生きる上での見識や幅広い視野を獲得する。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 人や社会に対する奉仕的精神や倫理観を養う。 71% 28% 2% 0% 0% 0%

到達目標5 地域社会の課題をとらえ、その解決に創造的に取り組む力を形成する。 71% 27% 2% 1% 0% 0%

到達目標1 生活拠点の”山梨”を知る。 57% 39% 4% 1% 0% 1%

到達目標2 知的好奇心や探究心を持って学ぶ姿勢を形成する。 58% 36% 4% 2% 0% 0%

到達目標3 現代社会を生きる上での見識や幅広い視野を獲得する。 64% 35% 1% 1% 0% 0%

到達目標4 人や社会に対する奉仕的精神や倫理観を養う。 61% 36% 2% 1% 0% 0%

到達目標5 地域社会の課題をとらえ、その解決に創造的に取り組む力を形成する。 60% 35% 4% 1% 1% 0%

到 達 目 標
到 達 目 標 達 成 度

区分 科 目 名

卒業要件

社会人基礎力育成講座Ⅰ

社会人基礎力育成講座Ⅱ



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科 両コース共通科目(学際)  2026(令和8)年3月31日 現在

区分 達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 ポスター、チラシ、メニュー等、広報活動のデザイン要素を学び、作成技術を習得する。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 商品の料理や、お便りやイベントなどの催事を、魅力的に伝える力を身につける。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 イラストレーターやフォトショップなどのグラフィックソフトの基本操作を学ぶ。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 食文化の特徴、歴史を理解する。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 食文化形成のプロセスを理解する。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 西洋料理に使用される食材などの特徴を理解する。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 現代の食文化の変化を理解する。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 接客の基本について理解し、さらにレストラン業務の役割と流れについて理解する。 70% 30% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 飲料サービスに使用する器具・備品類の種類と使途についての知識を習得する。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 和菓子および外国の菓子の歴史や文化について知識を深める。 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 和菓子屋洋菓子の技術の疑問を解くための素材の性質を理解する。 67% 28% 0% 0% 6% 0%

到達目標1 山梨県内の六次産業化・農福連携の特徴と課題を理解する。 65% 29% 0% 0% 0% 6%

到達目標2 ローカルとグローバルの視点からスイーツ・環境・農業に関する知識を深める。 53% 41% 0% 0% 0% 6%

到 達 目 標
到 達 目 標 達 成 度

科 目 名

学際

コミュニケーション
デザイン

食文化論

レストランサービスⅠ

スイーツマイスターⅠ

スイーツマイスターⅡ



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科・保育科 共通科目(教養、外国語、保健体育、学際)  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 異文化に対する理解を深め，異文化背景を持つ方とコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 86% 10% 5% 0% 0% 0%

到達目標2 国際交流イベントを企画、参加し、他学部の学生や留学生，外国人教職員と関わる。 90% 5% 5% 0% 0% 0%

到達目標3 日本文化をより深く理解し、留学生や外国人教職員にわかりやすく伝える。 81% 14% 5% 0% 0% 0%

到達目標1 アイドルの表象の分析を通して、1960年代から現代に至る日本の文化や社会を理解する。 75% 25% 0% 0% 0% 0%

到達目標2
アイドルが体現する男性性・女性性を相対化するために、フェミニズムやメディア研究と架橋させながら、アイドルを鑑賞・分析す
る視点を獲得する。

69% 31% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 分析対象としてのアイドルに対して、自分なりの考察（プレゼンテーション）を行うことができる。 88% 13% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 生活習慣病について理解し、これからの日常生活において健康的に生活することの大切さを学ぶことができた。 88% 6% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 学校教育や家族など、身近なテーマから現代社会の構造について考察し、理解を深めることができた。 69% 25% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 専門科目を学ぶ基礎としての『教養』的あり方を養うことができた。 63% 31% 6% 0% 0% 0%

到達目標1 人体や食品を物質のレベルでみることが出来るようになる。 25% 67% 8% 0% 0% 0%

到達目標2 自身の食と健康について,、化学や生物学の視点からとらえて考えられるようになる。 29% 63% 8% 0% 0% 0%

到達目標3 栄養素の種類や概要、 健康への関与を理解し、自分はどのような食習慣 ・ 運動習慣を送るべきなのかを立案できるようになる。 38% 54% 8% 0% 0% 0%

到達目標1 生物科学に関わる基礎的な用語や事象の意味を理解する。 69% 25% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 生物科学に関する話題を，生物の基本的知識と社会における倫理観や様々な価値観と併せてとらえ、その是非や今後の進展について
思考する。

81% 13% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 生物に関わる話題に対して、主体的・科学的に向き合う姿勢を培う。 81% 19% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 データサイエンスの概要を説明できる。 68% 32% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 データサイエンスに基づいて簡単なデータ処理ができるようになる。 63% 37% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 データサイエンスによってつくられる近未来社会での生き方を考えられるようになる。 74% 26% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 子どもたちの遊びの変質について理解し、心の発達との関係について考えることができた。 65% 35% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 様々な童話・童謡等に触れ、その特質を理解するとともに、教育的意義について認識を深めることができた。 70% 30% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 誕生から終焉までの人の営みに関わる社会性の向上や専門性の向上には人との関わりが影響する。そこで社会性を高め人間性豊かに
生き抜く人生を歩む上での教育の役割を考え、科学的、心理的な思考力を養う。

71% 21% 8% 0% 0% 0%

到達目標2 学生相互の話し合いを通じて、「生きること」や「教育」に関わる知識・技能を身につける。 71% 25% 4% 0% 0% 0%

到達目標3 ディベートを体験し、データサイエンスを論拠としていく力を養う。 67% 25% 25% 4% 0% 0%

児童文化・文学論

人間と教育

教養

現代文化論

知的生活の探求

生物科学

生物科学B

情報科学

到 達 目 標 達 成 度
区分 科 目 名 到 達 目 標

異文化コミュニケーション



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科・保育科 共通科目(教養、外国語、保健体育、学際)  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
区分 科 目 名 到 達 目 標

到達目標１ 様々なクスリがヒトに効くメカニズムをそれぞれに理解する。 65% 31% 0% 0% 4% 0%

到達目標２ クスリは、常にリスクを伴うことを科学的な観点から理解する。 73% 19% 4% 0% 4% 0%

到達目標３ クスリや健康に関する情報が溢れる現代社会の中で、必要かつ正しい科学情報を選択できる基礎知識と考え方を取得する。 62% 35% 0% 0% 4% 0%

到達目標４ 科学の進歩により、科学的な常識も変わってきたことも認識し状況に応じて客観的な判断や選択ができる考え方を身につける。 69% 27% 0% 0% 4% 0%

到達目標１ 西洋音楽の作品鑑賞や作曲背景の学びを通じて、生涯にわたって音楽を楽しむための素地を育む。 72% 22% 0% 0% 0% 6%

到達目標２ 西洋音楽史に関する基礎的な知識を身に付け、国際社会においても活用しうる教養を深める。 67% 28% 0% 0% 0% 6%

到達目標３ 自分の考えを文章やディスカッションで表現する力を養うとともに、他者との見解の相違に気付き、人の多様性について考える。 67% 22% 6% 0% 0% 6%

到達目標1 これまでの英語教育で学んだ基礎をもう一度確認し、使える英語、伝わる英語として発展させる。 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 実際のコミュニケーションで役に立つ表現を身につける。 65% 35% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 試験対策  TOEIC(英語によるコミュニケーション能力判定試験)などの英語試験の知識を深め、対応できる英語力を養う。 57% 41% 0% 2% 0% 0%

英語B外国語

西洋音楽の世界

クスリの生物学

教養



 2025年(令和7)年度 後期 食物栄養科パティシエコース 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 公衆衛生行政についての基礎を理解する。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 衛生統計について基本的な知識を習得する。 71% 24% 0% 0% 0% 6%

到達目標3 公衆衛生の立ち場に立った疾病予防、対策を理解する。 71% 29% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 食品の変質について理解する 74% 26% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 食品の保存方法を知る 74% 26% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 特別用途食品、保健機能食品について理解する 68% 32% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 食品表示制度について理解する 63% 37% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 日本の食料自給率の推移と現状を理解する 79% 21% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 食品添加物の種類や使用および表示方法を理解する。 48% 48% 5% 0% 0% 0%

到達目標2 食品添加物の和･洋菓子、製パンへの利用法を知る。 52% 48% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 食品中の有害物質とその危険性を理解する 52% 48% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 食品中の異物混入とその予防対策を理解する 52% 48% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 食品の安全性を自ら考え、実行するための基本を身につける 48% 52% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 食事摂取基準の策定方針、対象者、指標の目的と種類を理解する 59% 41% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 国民健康・栄養調査の結果、食事調査、体組成測定をとおして食生活や身体活動について自身の問題点を知る 59% 41% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 ライフステージに関わる栄養の特徴について理解する 59% 41% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 生活習慣病について疾患の予防や成り立ち、食生活との関連について理解する 59% 41% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 菓子類や清涼飲料水の特徴について理解する 64% 32% 0% 0% 0% 5%

到達目標6 栄養成分表示について理解し、表示を活用する 55% 45% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 パンの基本的な製造工程を理解する。 73% 27% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 製パンに関わる発酵の科学について学ぶ。 68% 32% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 パンの歴史や変遷について理解する。 68% 27% 5% 0% 0% 0%

到達目標4 世界のパンについて知識を深める。 73% 23% 5% 0% 0% 0%

到達目標1 洋菓子の歴史や変遷について理解する。 71% 29% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 洋菓子の原材料について知識を深める。 71% 0% 0% 0% 0% 0%

製菓理論

製菓理論Ⅱ(製パン)

製菓専門理論

食品学 食品学各論

食品衛生学 食品衛生学各論Ⅰ

栄養学 栄養学各論

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標科 目 名区分

公衆衛生学 公衆衛生学総論



 2025年(令和7)年度 後期 食物栄養科パティシエコース 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標科 目 名区分

到達目標1 ソフト系パン製造の基本的な技術を習得することができましたか。 73% 27% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 ハード系パン製造の基本的な技術を習得することができましたか。 73% 27% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 スイーツ系パン製造の基本的な技術を習得することができましたか。 73% 27% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 様々な洋菓子の生地作りを学ぶ。 83% 17% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 洋菓子に関する高度な技術を学び、応用力を養う。 75% 25% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 和菓子の技術を高め、応用力を養う。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 四季折々の上生菓子について学習し、それらの製造技術を習得する。 65% 35% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 製菓・製パンの技術を高める。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 様々な菓子を総合的に仕上げる力を養う。 71% 29% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 業務用規模でスイーツを製造・販売する 83% 17% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 安心安全なスイーツをお客様に提供する 83% 17% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 店舗運営の一連の流れを身につけ、実践力を高める 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 山梨県産の穀物の理解を深める。 67% 28% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 季節や色合いを考えて作ることができる。 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 製造・販売に適した製菓・製パンの製法を知る。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

製菓基礎実習Ⅱ(製パン)

製菓専門実習Ⅰ(洋菓子)

製菓専門実習Ⅲ(和菓子)

製菓特別実習Ⅰ

製菓特別実習Ⅱ

スイーツショップ実習

製菓実習

発展科目



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科 栄養士コース専門教育科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 人々の健康と自然・社会・文化的環境とのかかわりについて説明することができる 77% 23% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 健康を守るための予防の概念とその重要性について説明することができる 68% 29% 3% 0% 0% 0%

到達目標3 生活習慣病等の増加による疾病構造の変化を学び、人々の障害にわたる健康について学習し、自ら実践することができる 81% 19% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 	ヒトは何故「食する」のかを理解し、「食生活」の向上に貢献するために必要な栄養素に関する基礎知識を取得する。 65% 29% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 三大栄養素に加え、ビタミン・ミネラルの働きを理解する。 58% 35% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 	三大栄養素に関する消化・吸収・代謝のメカニズムを、分子レベルで理解する。 61% 32% 6% 0% 0% 0%

到達目標4 栄養摂取をヒトの体内での様々な化学反応としてとらえ、「食する」行為の根本的な意味を科学的に捉える。 55% 35% 10% 0% 0% 0%

到達目標5 食や健康に関する情報が溢れる中で、栄養士として正しくかつ必要不可欠な情報を選択できる考え方を身につける。 52% 42% 6% 0% 0% 0%

到達目標1 初歩的な実験手技を習得し、主体的に実験操作に取り組むことができる。 32% 53% 16% 0% 0% 0%

到達目標2 消化管の構造と働き、消化酵素について説明することができる。 32% 58% 11% 0% 0% 0%

到達目標3 栄養素が体の機能に与える影響について説明することができる。 47% 26% 26% 0% 0% 0%

到達目標4 実験結果や考察等をまとめ、適切なレポートを作成することができる。 37% 37% 16% 5% 5% 0%

到達目標1 専門職として働く場に注目し、健康維持・増進の意味を正しく理解し説明できる。 61% 36% 0% 2% 0% 0%

到達目標2 日常の消費エネルギーの測定法を実践できる。 61% 30% 7% 0% 2% 0%

到達目標3 自分の身体組成を説明できる。 55% 39% 5% 2% 0% 0%

到達目標4 健康維持・増進を目的とした栄養と競技スポーツの栄養との違いを説明できる。 57% 39% 2% 2% 0% 0%

到達目標1 生化学実験に必要な基礎知識と試料, 器具, 試薬の正しい作り方・使い方, 基本操作について理解する. 46% 38% 15% 0% 0% 0%

到達目標2 動・植物組織を試料として, 生体成分の分離法と分析方法を経験する. 46% 46% 8% 0% 0% 0%

到達目標3 生体特有の物質である酵素の性質と機能について, 代表的な酵素であるアミラーゼを通して理解する. 46% 54% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 生化学実験に必要な基礎知識と試料, 器具, 試薬の正しい作り方・使い方, 基本操作について理解する. 60% 35% 5% 0% 0% 0%

到達目標2 動・植物組織を試料として, 生体成分の分離法と分析方法を経験する. 50% 35% 15% 0% 0% 0%

到達目標3 生体特有の物質である酵素の性質と機能について, 代表的な酵素であるアミラーゼを通して理解する. 55% 40% 5% 0% 0% 0%

到達目標1 実験に必要な基礎知識を習得し、実験器具の基本操作ができる。 71% 23% 3% 3% 0% 0%

到達目標2 食品の化学的性質や成分変化について学習し、定性、定量分析が行える。 61% 26% 10% 3% 0% 0%

到達目標3 食品の品質評価、物性の知識を習得し、鮮度判別や物性測定に興味が持てた。 58% 26% 13% 3% 0% 0%

到達目標1 食品の種類や取り扱いについて学び、各種食品の特徴を理解できる 69% 23% 3% 3% 0% 3%

到達目標2 食品の加工特性や成分変化に関する知識を習得し、加工品の製造を理解できる。 74% 17% 3% 3% 0% 3%

到達目標3 食品の規格や表示に関する知識を習得し、食品表示の記載事項を読み取ることができる。 66% 29% 0% 3% 0% 3%

到 達 目 標 達 成 度
区分 科 目 名 到 達 目 標

社会生活と
健康

人体の構造と
機能

公衆衛生学総論A

栄養生理学

栄養生理学実験

運動生理学(A)(B)

生化学実験 (A)

生化学実験 (B)

食品と衛生

食品学実験

食品学各論



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科 栄養士コース専門教育科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
区分 科 目 名 到 達 目 標

到達目標1 ライフステージ別に、生理的・身体的特徴をふまえ、食事の管理を中心とした栄養管理について説明できる。 70% 27% 3% 0% 0% 0%

到達目標2 栄養学の専門的な知識を活用し、健全な発育・発達、健康の維持・増進、疾病予防について説明できる。 67% 30% 3% 0% 0% 0%

到達目標3 各ライフステージの栄養上の特性を理解し栄養アセスメントと栄養ケアについてについて説明できる。 67% 30% 3% 0% 0% 0%

到達目標4 栄養・食に関するリスクを理解し緊急時の食事管理を中心とした栄養管理をについて説明できる。 63% 33% 3% 0% 0% 0%

到達目標1 ライフステージ別に、生理的・身体的特徴をふまえ、食事の管理を中心とした栄養管理を実践できる。 61% 33% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 栄養学の専門的な知識を活用し、健全な発育・発達、健康の維持・増進、疾病予防のための栄養管理を実践できる。 56% 44% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 対象者の特性を理解し、適切な食事計画を立案し、食事の提供を実践できる。 61% 39% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 実習やグループ活動を通し、対象者に配慮した食事計画および調理の実践ができる。 56% 44% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 ライフステージ別に、生理的・身体的特徴をふまえ、食事の管理を中心とした栄養管理を実践できる。 86% 10% 5% 0% 0% 0%

到達目標2 栄養学の専門的な知識を活用し、健全な発育・発達、健康の維持・増進、疾病予防のための栄養管理を実践できる。 81% 14% 5% 0% 0% 0%

到達目標3 対象者の特性を理解し、適切な食事計画を立案し、食事の提供を実践できる。 81% 14% 5% 0% 0% 0%

到達目標4 実習やグループ活動を通し、対象者に配慮した食事計画および調理の実践ができる。 81% 14% 5% 0% 0% 0%

到達目標1 臨床現場における栄養士の役割と意義について説明することができる。 63% 22% 11% 0% 4% 0%

到達目標2 栄養アセスメント、栄養ケアプランの作成、栄養補給法の特徴について説明することができる。 70% 15% 11% 0% 4% 0%

到達目標3 食事調査結果を踏まえて栄養指導案を作成し、プレゼンの形にまとめ、発表することができる。 56% 30% 4% 7% 4% 0%

到達目標1 食事調査の意義と目的について説明できる 63% 38% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 個人別の食事摂取基準および食品構成を求めることができる 58% 38% 4% 0% 0% 0%

到達目標3 栄養教育の目標設定および指導案を作成することができる 63% 38% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 指導対象およびテーマに応じた指導教材を作成することができる 63% 38% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 指導計画にそって栄養教育を実践できる 67% 33% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 食事調査の意義と目的について説明できる 74% 22% 4% 0% 0% 0%

到達目標2 個人別の食事摂取基準および食品構成を求めることができる 70% 26% 4% 0% 0% 0%

到達目標3 栄養教育の目標設定および指導案を作成することができる 70% 26% 4% 0% 0% 0%

到達目標4 指導対象およびテーマに応じた指導教材を作成することができる 70% 26% 4% 0% 0% 0%

到達目標5 指導計画にそって栄養教育を実践できる 74% 22% 4% 0% 0% 0%

到達目標1 公衆栄養活動について理解し、説明できる。 46% 39% 7% 2% 2% 2%

到達目標2 わが国の健康・栄養問題の現状と課題について説明できる 46% 41% 5% 2% 2% 2%

到達目標3 国民健康・栄養調査の概要や調査結果について説明できる 46% 34% 7% 7% 2% 2%

到達目標4 公衆栄養マネージメントについて理解し、実践できる 49% 39% 5% 2% 2% 2%

到達目標5 日本人の食事摂取基準の基本的な考え方や活用法について説明できる 46% 39% 7% 2% 2% 2%

栄養学各論(A)(B)

栄養学各論実習(A)

栄養学各論実習(B)

臨床栄養学総論(A)(B)

栄養と健康

栄養指導実習（A)

栄養指導実習（B)

公衆栄養学(A)(B)

栄養の指導



 2025(令和7)年度 後期 食物栄養科 栄養士コース専門教育科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
区分 科 目 名 到 達 目 標

到達目標1 中国料理の特色や調理特性や食材の特徴を理解し、献立への応用力を身につける。 58% 42% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 栄養士として調理作業の処理能力を高め、実践力を習得する。 58% 33% 0% 8% 0% 0%

到達目標3 一流料理人の洗練された技と知識を学び、料理技術を理解する。 50% 50% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 調理理論を裏づけし能力を的確に学習し応用・創作能力をも身に付ける。 50% 50% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 栄養士として必要な調理技術の完成。 69% 31% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 現場に活かせる調理技術の応用力を身につける。 69% 25% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 食物アレルギーに対応する調理技術の習得。 69% 31% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 地場産物の知識習得とそれを利用した調理法の習得。 63% 38% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 専門職として働く場でコンピュータを活用することに注目し、応用操作、処理が実践できる。 70% 30% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 Excelを使って表作成と集計処理が実践できる。 74% 26% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 栄養計算ソフトを使用し献立作成、栄養価計算が実践できる。 74% 26% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 Word、PowerPointを使って栄養教育媒体の作成が実践できる。 78% 22% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 加工食品製造の流れや技術を学び、加工製品を完成できる。 64% 27% 0% 0% 0% 9%

到達目標2 温度管理や発酵法、貯蔵法の知識は、加工食品への興味を深めることができる。 82% 9% 0% 0% 0% 9%

到達目標3 加工食品の包装形態や保存技術が理解できる。 82% 9% 0% 0% 0% 9%

到達目標4 食品原料や加工製品における、適切な品質評価ができる。 82% 9% 0% 0% 0% 9%

食品加工学実習発展科目

調理の基本Ⅱ

応用調理実習Ⅱ

給食運営実習Ⅰ

給食の運営



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 自己の教師像を確立する。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 教職の特質・責任・専門性を理解する。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 教師として生涯学習するための土台となる知識・技能を習得する。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 現代社会における子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷について理解する。 71% 26% 1% 0% 1% 1%

到達目標2 子どもの人権擁護について理解する。 71% 27% 1% 0% 1% 0%

到達目標3 子ども家庭福祉の制度や実施体系等について理解する。 63% 36% 0% 0% 1% 0%

到達目標4 子ども家庭福祉の現状と課題について理解する。 72% 27% 0% 0% 1% 0%

到達目標5
社会的養護や児童虐待，障害のある子どもや非行等の関連事項について理解したり，保護者対応や地域の子育て支援の必要性につい
て理解する。

72% 26% 1% 0% 1% 0%

到達目標１ 様々な学習の形態や概念及びその過程を説明する代表的理論の基礎を理解する。 68% 30% 1% 1% 0% 0%

到達目標2 主体的学習を支える動機づけ・集団づくり・学習評価の在り方について、発達の特徴と関連付けて理解する。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 幼児、児童及び生徒の心身の発達を踏まえ、主体的な学習活動を支える指導の基礎となる考え方を理解する。 80% 19% 1% 0% 0% 0%

到達目標１ カウンセリングの諸理論の基礎を理解する。 44% 33% 11% 0% 11% 0%

到達目標２ ピアヘルピングの方法とピアヘルパーの基本態度を理論的かつ体験的に習得する。 56% 22% 11% 0% 11% 0%

到達目標３ 青年期特有の心理的課題に関連するピアヘルピングの活動領域の様相を理解する。 33% 44% 11% 0% 11% 0%

到達目標1 発達障害を含む特別の支援を必要とする児童の障害の特性及び心身の発達を理解する 88% 13% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 特別の支援を必要とする児童に対する教育課程を理解する 79% 21% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 特別の支援を必要とする児童に対する支援の方法を理解する 92% 8% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 障害はないが特別の教育的ニーズのある児童の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する 88% 13% 0% 0% 0% 0%

到達目標１ 教教育課程の意義及びその編成の方法について理解する。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 教育課程を適切に計画・実施・評価し教育の質の向上を図ることの意義と方法を理解する。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 授業実践を行う上で必要となる知識や方法を身に着ける。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 保育の計画の意義と種類について学び、全体的な計画の編成及び指導計画の作成について目的などを理解している。 76% 23% 1% 0% 0% 0%

到達目標2 幼稚園と保育所、認定こども園のそれぞれのカリキュラムと歴史的変遷について説明できる。 70% 26% 3% 1% 0% 0%

到達目標3 子どもの発達段階に応じた保育・教育内容、具体的な指導計画の作成方法について理解し、指導計画を作成する力を身についた 74% 24% 1% 0% 0% 0%

到達目標1 小学校国語科学習指導要領について理解できた 71% 24% 0% 0% 0% 6%

到達目標2 国語科の学習指導案の書き方を理解することができた 71% 18% 6% 0% 0% 6%

到達目標3 3領域（話すこと聞くこと・書くこと・読むこと）と知識技能の指導の概要を理解できた 71% 12% 12% 0% 0% 6%

到達目標4 指導案を作成し模擬指導演習（情報機器活用を含む）をすることができた 76% 12% 6% 0% 0% 6%

教育・保育の
計画・指導法

国語科教育法

到 達 目 標 達 成 度

教育・福祉の
基礎理論

到 達 目 標区分 科 目 名

教職の意義 教育職論

子ども家庭福祉

発達心理学Ⅱ

臨床心理学

特別支援教育論

教育課程論

保育課程論



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標区分 科 目 名

到達目標１ 小学校家庭科教育の意義、目標を理解する。 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 小学校家庭科の指導に必要な知識及び技能を身に付ける 79% 21% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 小学校家庭科の指導方法や評価について学び、指導案を作成し、授業を展開することができる 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標１ 領域「環境」のねらいと内容について理解する。 88% 10% 0% 0% 2% 0%

到達目標２ 領域「環境」のねらいを達成するための具体的な支援の方法について理解する。 84% 14% 0% 0% 2% 0%

到達目標３ 領域「環境」の内容に関する基本的な指導・援助を行うことができる。 83% 14% 0% 2% 2% 0%

到達目標1 音楽表現活動の意義とねらいについて理解する 89% 5% 5% 0% 0% 0%

到達目標2 幼児教育における学びを理解し、発達段階に適した音楽表現活動計画を立案できるようにする 89% 5% 5% 0% 0% 0%

到達目標3 子どもの歌やわらべうた、楽器の種類や特徴について学び、保育及び教育の現場で活用できるようにする 87% 2% 11% 0% 0% 0%

到達目標1 言語表現力の知識や技能を生かして人形劇を構想・実践できる 81% 19% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 劇あそびの流れを通して、幼児の協働的・創造的表現力を育む保育を構想できる 85% 12% 4% 0% 0% 0%

到達目標1 表現活動の意義やねらいについて理解し、指導実践を通して身体表現活動の理解を深める 77% 20% 2% 0% 0% 1%

到達目標2 身体表現の活動内容及び指導内容と段階を知り、身体表現活動の指導法を深める 82% 15% 1% 1% 0% 1%

到達目標3 乳幼児の身体活動が、他の領域や多様な動きとのかかわりが深く、総合的な活動であることを理解する 80% 15% 2% 0% 0% 2%

到達目標1 社会的養護の理念と課題を理解し説明できる。 64% 28% 4% 1% 0% 1%

到達目標2 社会的養護における支援方法を理解し特徴が説明することができる。 66% 25% 5% 2% 0% 1%

到達目標3 社会的養護におけるソーシャルワークの必要性について説明できる。 65% 29% 3% 1% 0% 1%

到達目標1  障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育における計画の作成や援助の具体的な方法について理解している。 60% 31% 7% 2% 0% 0%

到達目標2 障害児その他の特別な配慮を要する子どもの家庭への支援や関係機関との連携・協働について理解している。 60% 31% 6% 2% 1% 0%

到達目標3 障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育に関する現状と課題について理解している。 59% 34% 6% 1% 0% 0%

到達目標１ 人格形成の基礎となる幼児期の教育に携わる自覚をもち、基本的な幼児期の教育・保育の方法について理解する。 71% 27% 1% 1% 0% 0%

到達目標２ 幼児期の発達の特性を踏まえ、環境を通して行う教育の特質について理解し、実践における教育方法の基礎を身につける。 72% 26% 1% 1% 0% 0%

到達目標3
幼児期の基礎的な教育・保育の方法を理解したうえで、情報機器および教材の活用などについて実践的な指導方法を提示することが
できる。

71% 28% 0% 1% 0% 0%

到達目標1 乳児保育の意義・目的と歴史的変遷を理解し、多様な保育の場における現状と課題を理解する。 58% 26% 3% 0% 0% 13%

到達目標2 発育・発達を踏まえた保育内容と運営体制について理解する。 55% 30% 3% 0% 0% 13%

到達目標3 乳児保育における保護者、教職員、関係諸機関との連携について理解する。 56% 30% 3% 0% 0% 12%

到達目標1 3歳未満児の発育発達や特性を踏まえた援助やかかわりの基本的な考え方について理解する。 74% 22% 4% 0% 0% 0%

到達目標2 養護及び教育の一体性を踏まえ、3才未満児の生活や遊びと保育の方法および環境について理解する。 68% 27% 3% 1% 0% 0%

到達目標3 乳児保育における配慮の実際について、また乳児保育における計画について具体的に理解する。 71% 27% 1% 1% 0% 0%

教育・保育の
計画・指導法

保育内容 身体表現

社会的養護Ⅱ

インクルーシブ保育Ⅱ

教育方法論
(幼稚園)

乳児保育Ⅰ

乳児保育Ⅱ

家庭科教育法

保育内容　環境

保育内容　音楽表現

保育内容　表現活動



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標区分 科 目 名

到達目標1 総合的な学習の時間の意義と教育課程で果たす役割について教科を越えて必要となる資質・能力の育成の視点から理解できた 33% 40% 7% 0% 20% 0%

到達目標2 学習指導要領における総合的な学習の時間の目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点を理解できた 27% 47% 0% 7% 20% 0%

到達目標3 各教科等との関連性を図りながら総合的な学習の時間の年間指導計画を作成することの重要性とその具体的な事例を理解できた 27% 53% 0% 7% 13% 0%

到達目標4 主体的・対話的で深い学びを実現するような総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性とその具体的な事例を理解できた 27% 47% 7% 0% 20% 0%

到達目標5 探究的な学習の過程及びそれを実現するための具体的な手立てを理解できた 33% 47% 0% 0% 20% 0%

到達目標6 総合的な学習の時間における生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解できた 0% 0% 0% 0% 0% 100%

到達目標１ 人格形成の基礎となる幼児期の教育に携わる自覚をもち、基本的な幼児期の教育・保育の方法について理解する 71% 27% 1% 1% 0% 0%

到達目標２ 幼児期の発達の特性を踏まえ、環境を通して行う教育の特質について理解し、実践における教育方法の基礎を身につける 72% 26% 1% 1% 0% 0%

到達目標3
幼児期の基礎的な教育・保育の方法を理解したうえで、情報機器および教材の活用などについて実践的な指導方法を提示することが
できる

71% 28% 0% 1% 0% 0%

到達目標1 健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的内容について説明することができる。 75% 22% 0% 3% 0% 0%

到達目標2 子どもの発育・発達と食生活の関連について説明することができる。 72% 25% 0% 3% 0% 0%

到達目標3 食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化との関わりについて説明することができる。 72% 25% 0% 3% 0% 0%

到達目標4 家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について説明することができる。 66% 34% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 特別な配慮（アレルギー対応など）を要するこどもの食と栄養について説明することができる。 72% 28% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的内容について説明することができる。 59% 36% 2% 2% 2% 0%

到達目標2 子どもの発育・発達と食生活の関連について説明することができる。 63% 32% 4% 0% 2% 0%

到達目標3 食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化との関わりについて説明することができる。 59% 36% 4% 0% 2% 0%

到達目標4 家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について説明することができる。 63% 30% 2% 2% 4% 0%

到達目標5 特別な配慮（アレルギー対応など）を要するこどもの食と栄養について説明することができる。 68% 25% 4% 2% 2% 0%

到達目標1 教師（保育者）の役割、職務内容及び実践をする上での使命感、責任感等の認識を深める。 64% 28% 4% 0% 0% 4%

到達目標2 社会性・協調性及び対人関係(職場内での教師間、教師と保護者・地域の人々)の必要性とこれからの自分の在り方を考える。 68% 20% 4% 0% 0% 8%

到達目標3 発達段階における幼児・児童の対象理解を深め、教科（保育）経営の指導のあり方を考える 。 72% 20% 4% 0% 0% 4%

到達目標4 教員（保育者）になる上での自己課題の自覚、不足している知識技能の補完と定着を図る。 60% 16% 4% 0% 0% 20%

到達目標1 教師（保育者）の役割、職務内容及び実践をする上での使命感、責任感等の認識を深める。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 社会性・協調性及び対人関係(職場内での教師間、教師と保護者・地域の人々)の必要性とこれからの自分の在り方を考える。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 発達段階における幼児・児童の対象理解を深め、教科（保育）経営の指導のあり方を考える 。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 教員（保育者）になる上での自己課題の自覚、不足している知識技能の補完と定着を図る。 93% 7% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 保育科における自己の学びを振り返り、身に付けた保育者としての知識・技術を説明することができる。 83% 17% 0% 0% 0% 13%

到達目標2 保育者として求められる判断力と倫理観がどのようなものかを自己との関係で説明することができる。 78% 22% 0% 0% 0% 13%

到達目標3 自らの体験や収集した情報に基づき、保育の現状を分析し、その課題について具体的に説明することができる。 78% 22% 0% 0% 0% 13%

到達目標4 自己の保育観を確立し、保育者として成長していくために必要な課題を説明することができる。 83% 13% 4% 0% 0% 13%

教育・保育の
計画・指導法

教職実践演習(幼・小)(β)

教職実践演習(幼・小)(γ)

教育方法論(幼稚園)

子どもの食と栄養（α）

子どもの食と栄養
（β・γ）

教職実践演習(幼・小)(α)

総合的な学習の時間の理論と
方法

教職実践演習
（幼・小）



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標区分 科 目 名

到達目標１ 子ども理解についての知識を身に付け、考え方や基礎的態度を理解する。 70% 28% 2% 0% 0% 0%

到達目標2 子ども理解の方法を具体的に理解し、子どもを科学的な方法により観察ができる。 60% 36% 2% 1% 0% 1%

到達目標3 観察と理論に基づき、子どもの心情、子ども間の関係、保護者の心情などを理解し、適切な対応を説明することができる。 65% 32% 2% 1% 0% 0%

到達目標1 保育者として子ども家庭支援策の意義と内容について理解し説明することができる 68% 29% 2% 0% 0% 1%

到達目標2 保育者としての対人援助の理念と基本的技術であるソーシャルワークについて理解し説明することができる 64% 32% 1% 0% 0% 1%

到達目標3 障がいや貧困，不適切養育環境等やその家庭についての現状と課題を理解し支援体制が説明できる 60% 36% 2% 0% 0% 1%

到達目標1 生涯発達に関する心理学的知識を学び、初期経験の重要性、発達課題などについて理解する。 81% 15% 1% 0% 0% 3%

到達目標2
家族・家庭の意義や機能を理解するとともに、親子関係や家族関係等について発達的観点から理解し、子どもとその家庭を包括的に
捉える視点を習得する。

78% 18% 1% 0% 0% 3%

到達目標3 子育て家庭をめぐる現代の社会状況について理解する。 75% 21% 1% 0% 0% 3%

到達目標4 子どもの精神保健とその課題について理解する。 71% 21% 3% 0% 0% 6%

到達目標1 地域の子育て支援の現状と課題を知る。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 子育て支援の理念、方法について学ぶ。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 子育て支援における保育者の役割について学ぶ。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 信頼関係に基づく子育て支援の特性・相談支援の意義と原則について理解している。 88% 12% 0% 0% 0% 0%

到達目標2
保育士の行う子育て支援の展開について、状況把握・支援計画立案・実践・記録・評価のプロセス、職員間の連携、自治体・関係機
関等との連携の重要性を理解している。

82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 相談支援の内容・方法・技術を理解している 83% 17% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 相談支援の実際について学び、事例への対応方法を提案することができる 85% 15% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 家庭訪問保育の意義や社会的役割、法的責任について理解する。 80% 15% 4% 0% 0% 2%

到達目標2 子どもの健やかな育ちと家庭訪問保育者の役割について理解する。 82% 15% 4% 0% 0% 0%

到達目標3 居宅訪問型保育者としての基礎的知識と基礎的技術・ケアを身につける。 87% 9% 4% 0% 0% 0%

到達目標4 居宅訪問型保育者の特徴や役割を深く認識し、基本姿勢と職業倫理の重要性について理解する。 82% 15% 4% 0% 0% 0%

到達目標5 保護者（家族）や関係者との連携や協力のためのコミュニケーション能力を身につける。 87% 9% 4% 0% 0% 0%

到達目標6 高い資質と見識をもったベビーシッター（家庭訪問保育者）として、家庭訪問保育を担うことができるようにする 85% 9% 5% 0% 0% 0%

子どもの理解と援助

子ども家庭支援論

在宅保育

教育・福祉の
相談・援助

子ども家庭支援の心理学

子育て支援演習

子育て支援の理論と方法



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標区分 科 目 名

到達目標1 国語の基礎的な知識を習得できたか 60% 40% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 現在の日本語の状況について知識を深めることができたか 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 小学校における算数科について，その目標と指導内容の配当配列を理解する。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 算数科４領域のうち、特に「数と計算」「図形」の２領域の指導方法・評価方法について、参観や演習を通して理解する。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 授業の計画・実施・評価を、模擬授業を通して理解する。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 小学校と幼稚園の接続にかかる算数的内容を把握し、指導法について身につける。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 園や学校，家庭や地域における子どもの遊びや学びを含む生活全般について，子どもおよび指導者双方の立場から理解を深める。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 子どもにとって身近な環境や素材を生かした活動について，事例の検討や実習を通じて幅広い知識や技能を習得する。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 音楽理論を通じて、保育及び教育の現場で活用するための基礎的な楽典の知識を習得する 80% 16% 4% 0% 0% 0%

到達目標2 ピアノによる弾き歌いを通じて、ピアノ技法や歌唱法、子どものための楽曲を学ぶ 82% 14% 4% 0% 0% 0%

到達目標3 リズムアンサンブルを通じて、拍やリズムに関する感覚を伸ばし、読譜力を高める 82% 14% 2% 0% 0% 0%

到達目標1 ピアノによる弾き歌いの技能を向上させ、幅広いレパートリーを身に付ける。 0% 0% 0% 0% 0% 100%

到達目標2 コードについて理解を深め、演奏できるようにする。 0% 0% 0% 0% 0% 100%

到達目標3 子どもの歌唱表現を支えるための伴奏法及び歌唱法を身に付ける。 0% 0% 0% 0% 0% 100%

到達目標4 模擬実践を通じて、他者と音楽する経験を積む。 0% 0% 0% 0% 0% 100%

到達目標1 体育の教養を深め、基礎理論を理解するとともに、基礎的運動能力を習得することができる。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 運動遊びにおける多様な動き及び、体育における運動（学習）内容を理解することができる 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 幼児・児童の体育活動における運動指導法を身に付ける。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 人間関係の育ちに関する体験的な学びを通して、幼児期の人と関わる力を育てるために必要な援助について理解する。 68% 21% 4% 1% 1% 5%

到達目標2 乳幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題を理解し、説明することができる。 65% 23% 5% 0% 1% 5%

到達目標1 表現の源（始まり）を、子どもの成長の観点で考察し理解する。 84% 12% 0% 0% 0% 4%

到達目標2 生活の中における表現のプロセスを、様々な表現の連続（連鎖）として考察し理解する。 82% 12% 2% 0% 0% 4%

到達目標3 表現行為（表現活動）を、五領域における各領域との関係において考察し、表現の意味と役割を理解する。 55% 12% 0% 0% 0% 33%

教科･
基礎技能

国語

算数

生活

音楽Ⅱ

音楽ⅢB

体育

子どもと人間関係

子どもと表現



 2025年(令和7)年度 後期 保育科 専門教育科目  2026(令和8)年3月31日現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到 達 目 標 達 成 度
到 達 目 標区分 科 目 名

到達目標1 小学校教育実習の意義、目的、内容、方法を理解する 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 実習に求められる心構えを理解し、実習課題を明確化する 89% 11% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 実習記録の意義・方法を理解する 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 実習校における教職員や児童の日常を理解する 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 実習をもとに、新たな学習課題を明確化する 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 実習の意義と目的を理解し幼稚園について総合的に理解している 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 実習の内容を理解し、自らの課題を明確にしている 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 大学での学びを総合し、保育の実践力を習得している 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 保育者の専門性と職業倫理について理解している 81% 19% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 実習の総括と自己評価をもとに、新たな課題や学習目標を明確にしている 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 実習の意義・目標および心得を理解する。 88% 13% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。 85% 14% 0% 1% 0% 0%

到達目標3 実習施設の特性や人権、守秘義務等を理解する。 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 実習の計画、実践、観察、評価の方法や内容について理解する。 85% 14% 0% 0% 1% 0%

到達目標5 実習の総括と自己評価をもとに、新たな課題や学習目標を明確にする。 81% 18% 1% 0% 0% 0%

到達目標1 保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解している 82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、保育の実践力を習得している 82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について、実践や事例を通して理解している 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 保育士の専門性と職業倫理について理解している 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標5 実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、対する課題や認識を明確に保育に説明することができる 84% 16% 0% 0% 0% 0%

小学校教育実習指導

幼稚園教育実習指導

保育実習指導Ⅰ（施設）

保育実習指導Ⅱ

実習



 2025(令和7)年度 後期 保育専攻科目  2026(令和8)年3月31日 現在

達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効

到達目標1 教育と教育学の歴史に関する基本的な知識を獲得する。 80% 20% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 教育学に特有の問題について、過去の教育学者たちのテクストに基づき、自らの思考を深めることができる。 95% 0% 5% 0% 0% 0%

到達目標3 よりよい教育実践を行うために、臨床的な深みと、社会的な広がりのある展望をもつことができる。 85% 15% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 保育の基本的概念を理解し、それを用いて自己の保育観を表現することができる。 53% 35% 12% 0% 0% 0%

到達目標2 保育の理念及び思想を理解し、それに基づく保育実践を構想することができる。 59% 35% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 保育の歴史的展開を理解し、その中に保育者としての自己を位置づけることができる。 53% 35% 12% 0% 0% 0%

到達目標1 臨床心理学が臨床心理実践の学問であることを理解し、その概要と意義を説明できる 65% 29% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 個人の心理的問題について、その状況・症状・背景等を査定する方法を説明できる 71% 18% 12% 0% 0% 0%

到達目標3 臨床心理学のさまざまな理論を理解し、心理療法と心理的支援技法の基礎を習得する 71% 18% 12% 0% 0% 0%

到達目標4 実際の事例について、適切な支援と介入の方法を検討し考察できる 65% 29% 6% 0% 0% 0%

到達目標1 生命科学に関わる最新の知識を理解する。 94% 6% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 遺伝子や脳と心の観点から、ホモ・サピエンスとしての人間を理解する。 83% 17% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 生命に関わる話題に対して、現代を生きる人間としての生命観・倫理観を考える。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 すべての子どもが権利として有している「学ぶ権利」について理解する。 88% 13% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 グローバル化が進み、社会の多様性が高まる中、外国にルーツを持つ子どもたちが直面する現状と課題について理解を深める。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標3
外国にルーツを持つ子どもや不登校児童生徒の増加など、多様な背景を持つ子どたちも含め、全ての子どもの学ぶ権利を保障するイ
ンクルーシブな教育のあり方が模索されていることについて理解する。

100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 小学校における算数科について，その目標と指導内容の配当配列を学ぶ。 90% 10% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 算数科４領域のうち、特に「数と計算」「図形」の２領域の指導方法・評価方法について、授業参観や演習を通して学ぶ。 95% 5% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 授業の計画、実施、評価を模擬授業を通して理解する。 95% 5% 0% 0% 0% 0%

到達目標4 教育実習時に算数科の授業において，学習指導案や教材を作成し、実際に授業を行う中で授業評価力を身に付ける。 95% 5% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 造形活動・図画工作の意義と役割を、理論と実践から学ぶことは出来ましたか？ 58% 25% 8% 0% 8% 0%

到達目標2 図画工作科や幼児造形の指導力を身につけることはできましたか？ 50% 25% 17% 0% 8% 0%

到達目標3 他教科（科学・バルーン制作）との関連を考慮した合科の視点を理解することはできましたか？ 42% 33% 17% 0% 8% 0%

到達目標1
生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎を育て、健康の保持増進と体力向上を図り、楽しく明るい生活を営むための態度を育
む体育授業のあり方を学ぶことができる。

81% 19% 0% 0% 0% 0%

到達目標2
適切な運動の経験と健康・安全への理解が生涯スポーツの実践の基礎的力となることを理解し、そういった力を育むための体育授業
を計画・実施できるよう、指導案の作成・授業の展開について具体的な作業や資料をもとに学ぶことができる。

86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 今日の子どもの健康安全の現状と課題について理解する。 84% 16% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 子どもの健康安全の実践力を育成するための具体的な支援の方法について理解する。 74% 26% 0% 0% 0% 0%

区分

国際教育社会特論

人間生物学特論

算数科教育法特論

保育内容特論（健康）

図画工作科教育法特論

体育科教育法特論

教育・保育の
計画・指導法

教育・福祉の
基礎理論

到 達 目 標 達 成 度
科 目 名 到 達 目 標

保育学特論

臨床心理学特論

教育学特論
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達成できた
やや

達成できた
どちらとも
いえない

やや達成
できなかった

達成
できなかった

回答無効
区分

到 達 目 標 達 成 度
科 目 名 到 達 目 標

到達目標1 「人間関係」のねらい及び内容について理解した上で、具体的な保育内容を構想する。 100% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 「人間関係」に関わる幼児の発達・学びの過程について理解し、実践する。 94% 6% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 「人間関係」に関わる保育を具体的に構想するための援助方法を身に付ける。 89% 11% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 子どもにとって身近な自然や環境について理解する。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 子どもが自然や環境との関わりを深める上で保育者として必要な知識や支援の工夫について理解する。 79% 21% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 現代社会における家庭問題について、多角的な視点から捉えて説明ができる。 82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 現代社会における家庭問題について、解決に導くための様々な手法を獲得する。 82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 家庭問題を支援する保育者としての実践力を向上させる。 73% 27% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 現代社会における家族と子どもの問題について、実感的問題意識を持つ。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 家庭と子育ての問題を、我が国の少子化対策の関連で学び、大局的視野を持つ。 86% 14% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 子育てを支援する保育者としての使命感を養う。 82% 18% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 音楽科の教材（西洋音楽史における音楽作品や日本の音楽を含む）に関する理解を深める。 85% 8% 8% 0% 0% 0%

到達目標2 音楽科指導に必要な基礎的な音楽知識を身に付け、それを活用して教材分析をする。 92% 0% 0% 0% 0% 0%

到達目標3 音楽科指導に必要な基礎的な音楽技能を身に付け、楽曲等を工夫して演奏・表現する。 85% 8% 8% 0% 0% 0%

到達目標1 子どもの発育発達の主な特徴を理解している。 69% 25% 6% 0% 0% 0%

到達目標2 子どもの疾病予防と事故防止の基本的な考え方を理解している。 75% 19% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 子どもの健康に必要な生活習慣の形成の重要性について説明できる。 75% 25% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 子どもの言葉の育ちや発達の為の大人の対応などについて、資料：プリントから考えることができた 95% 5% 0% 0% 0% 0%

到達目標2 子どもの言葉の育ちや発達の為の方法・手立て（絵本の扱いや読み聞かせ技能など）は身につける 95% 5% 0% 0% 0% 0%

到達目標1 教育や福祉の問題を探求するための研究方法を習得する。 65% 29% 0% 0% 0% 6%

到達目標2 質的・量的データの収集方法を習得する。 71% 24% 6% 0% 0% 0%

到達目標3 統計学的なデータ処理について修得する。 76% 24% 0% 0% 0% 0%

研究

家庭問題特論Ⅱ

音楽科概論

教育研究法

家庭問題特論Ⅰ

教育･福祉の相
談・援助

子どもと健康特論

子どもと言葉特論

保育内容特論（環境）

保育内容特論（人間関係）

教科

教育・保育の
計画・指導法
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